平成21年度第2回地中熱利用シンポジウム

“地中熱利用システムの事例紹介”の開催案内

１．趣旨

　地球環境保全向けたCO2の削減や都市部のヒートアイランドの緩和等から、大気中に廃熱を放出しない、地中熱利用ヒートポンプの利用がクローズアップされつつあります。今回は、地中熱利用システムの事例を紹介します。

２．主催　特定非営利活動法人　地中熱利用促進協会

　　後援　環境省（申請中）

３．日時・場所　

日時：平成22年2月4日(木)　13:30～17:30

懇親会：シンポジウム終了後（17:30～19:30）

場所：　東桜会館　（名古屋市東区東桜2-6-30）　（案内図参照）

４．　定員

　　　定員70名（先着順、定員になり次第締切ります）

５．　参加費用

　　・シンポジウム参加者には、資料代として1,000円頂きます。

　　・懇親会参加者は、5,000円頂きます。

　　資料代と懇親会費は、当日受付で徴収いたします。

尚、途中で懇親会キャンセルの際も、懇親会費を頂きますので宜しくお願いします。

６．申込方法

申込用紙に必要事項を記載の上、下記までE-mail、FAX或は郵送でお送りください。

〒167-0051　東京都杉並区荻窪4-30-9-103　特定非営利活動法人地中熱利用促進協会

　FAX：03-3391-7836　　E-mail：geohpaj@geohpaj.org

７．プログラム

　開会　　　地中熱利用促進協会　　　　　　　　　　　　

13:30～13:40
１）大型農業施設への地中熱ヒートポンプシステム導入事例

株式会社日伸テクノ　　　　広松　淳　氏　　　　　　
13:40～14:20

２）題目未定（「星野や 軽井沢」の事例を中心に）

　　　株式会社星野リゾート　　　松沢　隆志　氏　　　　

14:20～15:00

３）地下水、地中熱、温泉熱と排熱を利用した、熱エネルギーマネジメントシステム、導入事例
株式会社アレフ　　　　　　　　　　嶋貫　久雄　氏　　　　　

15:00～15:40

　休憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15:40～15:50

４）地下水循環型空水冷ハイブリッドヒートポンプシステムの研究開発
　東京大学生産技術研究所　教授　大岡　龍三氏　　　　　　　　
15:50～16:30

５）「岐阜市役所本庁舎における地下水揚水型冷房機器の運転実績と環境評価」
　　　岐阜大学　工学部　社会基盤工学科　准教授　大谷　具幸氏　　　
16:30～17:10

　　　質疑・閉会　　地中熱利用促進協会　　　　　　　　　　　　
17:10～17:30　　　

８．会場案内

　　添付図を参照

９．申込書

別添の申込用紙に記載して、メールかFAXで申し込み願います。

懇親会の参加に付きましても一緒に申し込み願います。
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会場案内図　　　　　　　　　　　　
・東山線「新栄」駅1番出口より徒歩5分
・桜通線「高岳」駅3番出口より徒歩5分
地中熱利用促進協会主催

NO．　

地中熱利用シンポジウム　参加申込書

申し込み日　：　平成　　年　　月　　日

参加申込先　：　特定非営利活動法人 地中熱利用促進協会　事務局
〒167-0051東京都杉並区荻窪4-30-9-103
  　　　　　申込担当者　　事務局長　服部、　赤木

　　　　　　　　　　　参加申込問合先 Tel / Fax ：　03-3391-7836（事務局）
　　　　　　　　　    　　　　　 　　E-mail   ：　geohpaj@geohpaj.org
Fax、またはE-mailで以下の必要事項をご記入の上お申し込みください。

	参加者氏名
	

	勤務先名・部署
	

	住　所
	

	電　話・FAX
	

	E-mail
	

	シンポジウムに参加
	　参加　　　　　　　

	懇親会に参加
	参加　　　　　　　不参加　　　　　　　　　　　　　　　


注意：シンポジウムの参加費と懇親会参加費は、当日受付の際に集めますので、お釣りがいらないようにご準備の程、宜しくお願いします。
